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１                              問題のページへ 
3: xyC = より 23xy =¢ となるので, 点 ),(P 3tt における

接線の傾きは 23t となる。この接線と x 軸の正の向きとのな

す角をq とすると, 23tan t=q である。 

また, この接線を P のまわりに °45 回転して得られる直線
Lと, x軸の正の向きとのなす角をjとすると,  
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なお, 
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1±=t のときは, 直線 Lは
3

1±=x となり, 条件を満たさない。 
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求める条件は, ①が tx ¹ の異なる 2実数解をもつことより,  
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よって, 
3

1
3

1 ＜＜t- より, 点 P の範囲を図示すると

右図のようになる。 

 

［解 説］ 

穏やかな第 1 問でした。方針に迷いが生ずることはなく, どんどん計算を進めてい

くことができます。 
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２                              問題のページへ 

条件より, kを実数として, kix = とおき, 0)1(2345 =++-+-+ axaxxxx に代

入すると,  

0)1(2345 =++--++ akiakikkik  

0)()( 3524 =--+++- ikakkkakk  

k, aが実数より,  

024 =+- akk ……①, 035 =--+ kakkk ……② 

①より 24 kka +-= なので, ②に代入して,  

0)( 2435 =-+--+ kkkkkk , 0)12( 4 =-kk  

よって, 0=k または
2
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(i)  0=k のとき ①より 0=a  

(ii) 
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12 =k のとき ①より
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(i)(ii)より, 
2

21,0 +-=a  

 

［解 説］ 

計算ミスをしなければ, 正解に到達するという基本問題です。なお, 文系に類題が

出ています。 
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３                              問題のページへ 
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nkn aa =+ なので, mを整数として,  
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)1(8)1()( -+=-++ nnmknkn , mknk 8)12( =-+ ………(＊) 

ここで, (＊)に 1,0 == nn を代入すると, )1(),1( +- kkkk がともに 8 の倍数と

なるが, 1,1 +- kk がともに 8の倍数となることはないので, kが 8の倍数である。 

逆に kが 8の倍数であるとき, 任意の整数 nに対して(＊)は明らかに成立する。 

よって, 任意の整数 nに対して, ある整数 mが存在する条件は kが 8の倍数, すな
わち, lk 8= ),3,2,1( L=l である。 

 

［解 説］ 

式変形の結果, 得られた(＊)には, とまどってしまいます。このようなときは, 必要

条件を求め, そのあと十分性を確認するという流れでうまくいくことがよくあります。 
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),,(P,),,,(P),,,(P 666622221111 zyxzyxzyx L とし, )0,0,1(=v とお

いても一般性は失われない。 

すると, 条件より, 任意の k, m に対して 0PP ¹-=× kmmk xxv なので, 21 , xx , 

6543 ,,, xxxx の間に大小関係が生じ, その中で最大なものを kx とおくと, kと異な

るすべてのmに対して, 0＜km xx - となる。 

すなわち, k と異なるすべての m に対して, 0PP ＜vmk × が成り立つような点 kP が

存在する。 

 

［解 説］ 

成分を用いた解を考えました。書き方がやや雑な感じもしますが……。なお, 文系

に類題が出ています。 
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(1) まず, 2=n のとき, 11,11 21 -- pkpk ≦≦≦≦ として,  
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ppkk 2222 21 ＜≦≦ -+ より 1=l となるので, pkk =+ 21 ………① 

すると, ①を満たす ),( 21 kk は, 1k の値を決めると 2k の値が 1 つずつ決まるこ

とより 1-p 組あり, 12 -= pa である。 

次に, 3=n のとき, 同様にして,  
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1321 =zzz より lを整数として, lpkkk =++ 321 ………② 

なお, ppkkk 3333 321 ＜≦≦ -++ より 2≦l となる。 

すると, ②を満たす ),,( 321 kkk は, pkk ¹+ 21 のとき ),( 21 kk の値を決める

と 3k の値が 1つずつ決まることより )1()1( 2 --- pp 組あり,  
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(2) (1)と同様に設定して,  
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すると, ③を満たす ),,,,( 2121 ++ nn kkkk L は, lpkkk n ¹+++ +121 L のとき, 

),,,( 121 +nkkk L の値を決めると, 2+nk の値が 1つずつ決まることより,  
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［解 説］ 

3a の値を求めることが(2)の誘導となっています。しかし, この設問からすでにや

やこしい, 本年で一番の難問です。 
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tnx = とおくと, n
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［解 説］ 

積分と数列の和に関する超頻出問題です。正確な計算力がすべてです。 

 


